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戸
田
地
域
交
流
広
場
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
近
隣
住

民
へ
の
対
応
は
十
分
に
配

慮
す
べ
き
だ
が
、
建
物
を

建
設
す
る
わ
け
で
も
な
い

整
備
事
業
に
１
億
９
千
万

円
も
か
け
る
必
要
が
あ
る

の
か
②
上
戸
田
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

の
実
質
管
理
運
営
費
は
約

１
億
円
、
こ
れ
ま
で
の
上

戸
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営
費
の
３
倍
以
上
の
予

算
で
、
再
整
備
と
と
も
に

使
用
料
金
が
２
倍
か
ら
３

倍
に
値
上
げ
さ
れ
た
。
長

年
活
動
し
て
き
た
登
録
団

体
が
、
値
上
げ
が
も
と
で

解
散
に
追
い
込
ま
れ
た
と

こ
ろ
も
あ
る
。
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
使
用
料
に
す

べ
き
③
埼
京
線
３
駅
の
自

転
車
駐
車
場
の
土
地
賃
借

料
は
受
益
者
負
担
１
０
０

％
と
し
て
利
用
料
金
に
転

嫁
さ
れ
て
い
る
。
自
治
体

に
よ
っ
て
は
受
益
者
負
担

の
算
定
に
入
れ
な
い
自
治

体
も
あ
る
。
利
用
料
金
の

見
直
し
を
含
め
て
、
市
民

が
利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ

ム
に
改
善
さ
れ
る
よ
う
要

求
す
る
④
平
成
28
年
度
は
、

市
内
小
学
校
の
12
人
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
を
直
接
雇
用
か
ら
派

遣
に
戻
す
年
度
と
な
る
。

単
年
度
契
約
だ
か
ら
と
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
同
意
を
得
る
こ

と
も
な
く
、
突
然
、
派
遣

に
切
り
替
え
る
こ
と
を
伝

え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
安
定
的

な
確
保
、
質
の
向
上
を
目

指
す
の
で
あ
れ
ば
、
直
接

雇
用
を
継
続
し
、「
社
会

保
険
の
加
入
」
や
「
交
通

費
の
支
給
」
な
ど
、
当
た

り
前
の
労
働
条
件
を
整
備

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
⑤
市
内
小
中
学
校
の
非

常
勤
職
員
、
臨
時
職
員
に

対
し
て
も
、
労
働
実
態
に

合
わ
せ
た
形
で
の
、「
社

会
保
険
へ
の
加
入
」や「
年

次
有
給
休
暇
の
付
与
」
な

ど
、
労
働
条
件
の
改
善
や

整
備
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

適
正
な
受
益
者
負
担
に
基

づ
い
て
お
り
、
歳
入
は
適

切
上
戸
田
地
域
交
流
広
場

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
経

費
は
市
民
会
議
で
決
定
し

た
設
計
項
目
に
基
づ
き
県

単
価
に
よ
り
算
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
解
体
工
事

は
、
整
備
地
が
住
宅
街
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
防
音
パ

ネ
ル
や
振
動
・
騒
音
計
の

設
置
な
ど
も
含
ま
れ
て
お

り
、
近
隣
住
民
に
配
慮
し

て
実
施
す
る
と
と
も
に
、

工
事
内
容
や
工
期
な
ど
は
、

通
常
の
解
体
工
事
と
比
べ

て
慎
重
に
実
施
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

上
戸
田
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
事
業
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
上
戸

田
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
た
事
業
を
拡
大
し
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
た
事
業
な
ど

を
加
え
て
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
要
望
に
よ
っ

て
施
設
規
模
や
開
館
日
時

を
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、

利
用
者
も
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。
旧
上
戸
田
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
に
は
、

常
勤
職
員
の
人
件
費
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

指
定
管
理
料
は
、
維
持
管

理
費
や
運
営
費
と
し
て
適

正
な
金
額
で
あ
る
。

自
転
車
駐
車
場
管
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、

自
転
車
ラ
ッ
ク
等
の
施
設

の
改
善
や
、
指
定
管
理
者

に
よ
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
が
図
ら
れ
、
利
用
者

の
利
便
性
が
大
き
く
向
上

す
る
も
の
と
考
え
る
。
利

用
料
金
に
つ
い
て
は
、
受

益
者
負
担
１
０
０
％
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
改
修
工

事
や
土
地
賃
借
料
等
の
費

用
を
適
切
に
算
定
し
、
市

へ
の
納
付
額
が
決
定
さ
れ

て
お
り
、
指
定
管
理
者
の

安
定
運
営
も
勘
案
し
た
上

で
、
近
隣
に
比
べ
て
安
い

料
金
設
定
と
な
っ
て
い
る
。

保
育
園
保
育
料
は
、
利

用
者
の
所
得
状
況
に
配
慮

し
た
設
定
と
な
っ
て
お
り
、

近
隣
市
と
の
比
較
に
お
い

て
も
、
適
正
な
受
益
者
負

担
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

自
転
車
駐
車
場
指
定
管
理

者
納
付
金
は
、
民
間
活
力

の
導
入
に
よ
り
中
長
期
的

な
市
財
政
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

適
正
な
受
益
者
負
担
に
基

づ
い
て
指
定
管
理
者
の
10

年
間
の
収
支
計
画
か
ら
算

定
さ
れ
た
も
の
で
、
い
ず

れ
の
歳
入
も
適
切
で
あ
る
。

活
力
あ
る
住
民
に
選
ば
れ

る
町
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
を
大
い
に
評
価

歳
入
に
お
い
て
、
個
人

市
民
税
が
前
年
度
比
３
億

８
千
万
円
増
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
景
気
回
復
や
納

税
者
数
の
増
加
の
み
な
ら

ず
所
得
を
持
っ
た
市
民
の

転
入
に
も
よ
る
と
の
こ
と

で
、
戸
田
市
が
活
力
あ
る

住
民
に
選
ば
れ
る
町
に
な

り
つ
つ
あ
る
こ
と
の
表
れ

と
し
て
大
い
に
評
価
す
る
。

競
艇
事
業
は
、
近
年
進

め
ら
れ
た
経
営
改
善
の
結

果
、
戸
田
市
へ
の
配
分
金

が
前
年
度
比
５
千
万
円
増

と
な
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

歳
出
に
お
い
て
は
、
出

産
や
子
育
て
に
悩
む
人
へ

の
身
近
な
相
談
場
所
と
な

る
「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
、

高
齢
化
や
い
ず
れ
訪
れ
る

人
口
減
少
に
備
え
る
た
め

に
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
「
立
地
適

正
化
計
画
」の
策
定
着
手
、

貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め

に
生
活
困
窮
家
庭
や
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
子
供
た

ち
に
対
し
実
施
す
る
学
習

支
援
事
業
な
ど
、
今
日
の

我
が
国
の
社
会
的
課
題
に

対
し
率
先
し
て
対
応
す
る

姿
勢
は
、
戸
田
市
な
ら
で

は
の
も
の
と
評
価
す
る
。

教
育
に
お
い
て
は
、
放

課
後
の
学
習
支
援
な
ど
に

お
け
る
民
間
機
関
と
の
連

携
や
、
全
小
中
学
校
に
お

け
る
体
育
館
を
含
め
て
の

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
な

ど
、
全
国
を
も
リ
ー
ド
す

る
教
育
施
策
の
実
施
を
評

価
し
、
来
年
度
組
織
さ
れ

る
教
育
政
策
室
を
中
心
と

す
る
“
新
し
い
学
び
の
創

造
”
に
向
け
た
一
層
の
教

育
改
革
、
そ
し
て
と
だ
っ

子
た
ち
の
将
来
の
活
躍
に

大
き
な
期
待
を
抱
く
。

そ
の
他
に
も
評
価
す
べ

き
事
業
が
あ
っ
た
が
、
一

方
で
課
題
も
見
受
け
ら
れ

た
。
委
員
会
審
査
の
過
程

で
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

今
後
の
改
善
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

19
対
３)

水
道
事
業
会
計
予
算

下
水
道
事
業
会
計
予
算

道
は
、
水
と
い
う
生
活
の

基
盤
を
支
え
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
憲
法
25
条

に
基
づ
き
、
国
と
地
方
自

治
体
が
責
任
を
負
う
べ
き

も
の
と
考
え
る
。

こ
の
包
括
委
託
に
よ
り
、

将
来
的
に
社
会
経
済
的
弱

者
が
利
用
し
に
く
い
環
境

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

大
い
に
問
題
が
あ
る
。
ま

た
、
包
括
委
託
は
、
上
下

水
道
事
業
に
限
ら
ず
、
今

後
、
全
庁
的
な
全
て
の
業

務
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
反
対
す
る
。

包
括
委
託
の
開
始
は
、
適

切
・
妥
当

包
括
委
託
は
、
先
行
事

業
体
の
事
例
を
十
分
に
研

究
し
た
上
で
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
経
費
の

削
減
、
一
括
発
注
に
よ
る

効
率
的
な
維
持
管
理
、
複

数
年
契
約
に
よ
る
業
務
の

安
定
化
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
、
持
続
的

な
事
業
運
営
の
確
立
を
目

細
田 

昌
孝
　
　
議
員

賛成討論
石
川 

清
明
　
　
議
員

賛成討論

「介護予防・日常生活総合支援事業」
を健康寿命の延伸につなげる
取り組みを

日立市では、「介護予防・日常生活総
合支援事業」を、全国でもいち早く、
平成 27 年４月から開始していました。

事業の早期導入を前向きに捉え、介
護認定手続きを簡略化するなど、事務
負担等を軽減する制度設計が行われて
いました。

【検証の結果】
日立市に倣い、地域住民主体のサー

ビス提供による、健康寿命の延伸が大
切であるなどの意見がありました。

真
木 

大
輔
　
　
議
員

賛成討論

※
予
算
額
は
４
ペ
ー
ジ
の

予
算
の
あ
ら
ま
し
参
照
。

上
下
水
道
は
国
と
地
方
自

治
体
が
責
任
を
負
う
べ
き

上
下
水
道
に
関
わ
る
包

括
委
託
と
し
て
、
窓
口
業

務
、
浄
水
場
等
の
運
転
管

理
業
務
を
中
心
と
し
た
48

業
務
の
委
託
で
あ
る
が
、

将
来
的
に
委
託
内
容
が
、

ど
こ
ま
で
広
が
っ
て
い
く

か
は
判
断
が
つ
か
な
い
。

ま
た
、
現
時
点
で
守
ら
れ

て
い
る
労
働
者
の
雇
用
形

態
も
守
ら
れ
て
い
く
か
、

大
い
に
心
配
す
る
。
こ
の

包
括
委
託
を
き
っ
か
け
に
、

今
後
、
民
間
へ
の
業
務
委

託
内
容
が
増
え
、
企
業
が

収
益
を
上
げ
る
こ
と
を
考

え
、
上
下
水
道
事
業
に
係

る
設
備
工
事
費
な
ど
を
抑

え
、
上
下
水
道
料
金
の
値

上
げ
を
行
う
こ
と
は
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。
上
下
水

本
田 

哲
　
　
議
員

反対討論

的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
委
託
は
、
従
来

か
ら
民
間
へ
委
託
し
て
い

た
業
務
を
中
心
に
５
年
間

の
包
括
委
託
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
委
託
期
間
の
５

年
間
で
成
果
や
課
題
を
検

証
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

次
期
委
託
検
討
の
際
に
判

断
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
現
時
点
で
拡
大
を
想

定
し
、
反
対
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
。
ま
た
、
今
回

の
委
託
は
、
事
業
の
運
営

自
体
を
民
間
企
業
に
委
ね

る
も
の
で
は
な
い
。
施
設

や
設
備
の
更
新
等
は
、市・

上
下
水
道
事
業
の
責
任
に

お
い
て
計
画
を
立
て
、
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。
料

金
値
上
げ
に
つ
い
て
も
市・

上
下
水
道
事
業
が
判
断
す

る
も
の
で
あ
り
、
当
然
、

議
会
の
議
決
も
必
要
と
な

る
。
包
括
委
託
の
開
始
は

適
切
・
妥
当
で
あ
る
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

19
対
３)

【
人
事
案
件
】

石
津　

賢
治
氏(

新
任)

仙
波　

憲
一
氏(

再
任)

江
口　

嘉
一
氏(

再
任)

小
川　

千
恵
子
氏(

新
任)

《
結
果
》

い
ず
れ
も
同
意(

全
員
一
致
）

副
市
長

教
育
委
員
会
委
員

公
平
委
員
会
委
員

監
査
委
員

意
見
書(

議
員
提
出
議
案)

を
政
府
に
提
出

◇
児
童
虐
待
防
止
対
策
の

抜
本
強
化
を
求
め
る
意
見

書
　

児
童
虐
待
に
よ
り
幼
い

命
が
奪
わ
れ
る
深
刻
な
事

態
が
続
い
て
い
る
。
政
府
は

昨
年
12
月
に
策
定
し
た
「
児

童
虐
待
防
止
対
策
強
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
施
策
の
方

向
性
を
踏
ま
え
、
早
期
に
児

童
福
祉
法
等
改
正
案
を
国

会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
法
定
化
し
、
全
国

展
開
を
図
る
こ
と
等
の
事

項
を
速
や
か
に
実
施
す
る

よ
う
強
く
要
請
す
る
。

【
不
採
択(

２
件)

】

(

３
対
19)

▼
安
全
保
障
関
連
法
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
を

国
に
提
出
し
て
ほ
し
い

旨
の
請
願

▼
「
平
和
安
全
保
障
関
連

法
」
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
を
採
択
し
て
ほ

し
い
旨
の
請
願

【
継
続
審
査(

１
件
）】

○
若
者
も
高
齢
者
も
安
心

で
き
る
年
金
制
度
の
実

現
を
求
め
る
請
願

【
請
願
の
結
果
】

     委員会視察レポート
健康福祉委員会

茨城県
日立市

▲ 1 月 19 日　日立市役所にて


